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はじめに
統計学が移植学問として導入されて間もない明治の早い時期に，官庁統計機
構の創設と前後して， すでに二つの統計団体が結成されている。すなわち，
「表記学社」と「製表社」とがそれである。
これらの団体は，いずれも純然たる民間0)統計結社としてスクートし，その
後長く，前者は統計研究団体として，後者は中央統計団体として併行しながら:,
わが国統計学の発端期における統計の理論ないしは技術の進歩，発達に多大の
寄与をなした。
さて，表記学社の生誕の経過とその後の発展，変遷の過程については，さき
に筆者が別稿I)でみたとおりである。そこで，本稿では， いま一つの統計団
体，つまり「製表社」の結成事情とその後の展開過程を振りかえることにあ
る。あわせて，同協会の機関誌として，しかも実質的にわが国初の統計雑誌2)
として刊行された『統計集誌』の進展経過，ならびに同誌上で提起されたわが
国の統計発展途上での諸課題を跡づけるものである。
1)拙稿「日本における民間統計団体の生誕――-『表記学社』とその系譜＿」関西大学
「経済論集」第26巻第 4• 5号， 1977年1月。
2)わが国で初めての「統計」関係の専門誌は，大蔵省統計寮から， 『統計雑誌」第1号
として， 1876(明治9)年12月に刊行されているが．その後の経過は不明である（廃
刊の公算が大きい）。したがって，『統計集誌』をもって，実質上の本格的な「統計雑
誌」が創刊されたとみなしてもよいだろう。
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(i) 
わが国への統計学移入の主要な人物は，杉亨二，呉文聰らの統計実務家であ
．った。彼らはいずれも，明治絶対主義国家の官僚として，統計実務を担当し，
統計学の導入と官庁統計の整備につとめた。
杉は，太政官政表課•初代課長として官庁統計機構の礎石を築き， また呉
も，杉とともに初期移入期における統計思想の普及に重要な役割をはたした。
とりわけ，当時の政表課は「太政官の大学」3)と異名をとるほど， 杉は， たえ
ず職員の統計教育に力を注ぎ，スタチスチック原書の訳読や輪読をおこなって
いる。このような雰囲気のなかから， 研究会が生まれ， のちに「表記学社」
設立(1876年2月， その後「スタチスチック社」そして「統計学社」と改称）へと進展
していくのである。
さて一方，「製表ノ事ヲ詢議スルノ主意」4)でもって，結成されるのが「製表
社」である。製表社の設立にいたる経由は， 「当世百般ノ事ヲ討論講義スルハ
之ヲ事実二証スルヨリ他二方法ナク事実ヲ探求スルハ統計学二依ラスンハ能ハ
ス然ルニ近時新聞紙等種々ノ事実ヲ数記スルコトアルモーツモ確実拠ルヘキモ
ノナキヲ歎シ」5)る， 小幡篤次郎ら数名が杉亨二に「統計材料を集め有志の研
究の用」6)に供すぺく相談をもちかけたことにはじまる。
政治的には近代国家の成立，経済的には資本主義への移行の期にあった維新
当初，数量化の条件が整備され，数量的データの要求が増大しつつあったとは
いうものの，社会・経済の実情認識のための統計資料は，断片的記録にとどま
3)細谷新治「日本統計事始」(9)東洋経済『統計月報」第45巻第3号， 1985年3月号， 40
~41ページ。
4)宇川盛三郎「統計協会来歴」『統計集誌」第1号， 1880年11月， 1ページ。
5)宇川盛三郎，同上誌， 1ペー ジ。
6)鮫島龍行編『創立 100周年記念日本統計協会年譜』， 日本統計協会， 1978年， 50ペー
ジ。
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り，かつその調査活動も統計を作成するという明確な意識によるものではな
く，従来の「表式調査」の延長線上にあった。くわえて，統計思想が十分に浸
透するにはほど遠い未熟性と後進性とが，いまだ広範囲に残る社会状況にあっ
たといえよう。このような認識段階の前に，統計学の研究と内外諸科の統計資
料の編纂公布が企図されるのである。
「製表社」の創設を発起し， 1878(明治11)年12月18日，東京日本橋・松木亭
に，杉亨二をはじめとする有志が会同， 15名”の参画をえた。このとき，社名
を「製表社」と名づける。製表社の名称の由来については説明するまでもなく，
「製表」のことを詢議する， すなわち統計資料の収集編纂を主目的にするとい
ぅ，同社の結成主旨にそっての命名である。また，社の規則．議案作成のため小
幡篤次郎，森下岩楠の二名が委員に選出されている。同社の発足によって，以
後，われわれは，わが国における中央統計団体＝統計協会をもつことになる。
翌79年 1月7日，「製表社仮規則」8)が，つぎの主旨のもとに定められる。
「スタチスチックノ有用ナルハ漸ク世人ノ知ル所卜為リ公私ノ年表及ヒ日報月刊ノ載
スル所頗ル多シト雖モ或ハ浩潜二過テ緒閲二苦ミ或ハ散見シテ捜索二便ナラス依テ余輩
一社ヲ結ヒ其要略ヲ集メ毎年一冊子ヲ作リ以テ世二公ニセント欲ス然レトモ其事業頗ル
難キヲ以テ初メヨリ完全ヲ翼フトキハ終二望洋ノ嘆ヲ発シ半途ニシテ廃絶スルノ患無キ
ヲ保セス故二寧口簡略二失スルトモ煩冗二流ルヽヲ避ク可シ」
との立社精神を宣言する。ここで毎月第一火曜日を定集会日とし，会員数につ
いては30名の定員を設け，毎会の費用を50銭とするなどの細部の取りきめをお
こなっている。さらに各種委員が定められ，録事に高力衛門，年表編成委員と
して小幡篤次郎，阿部泰蔵，森下岩楠，猪飼麻次郎の 3名が選ばれている。
ほぽ同じ時期，渡辺洪基，馬屋原彰そして小野梓らが製表社と同じような趣
7)設立参加者は，つぎのとおりである。杉 亨二，阿部泰蔵，新井金作，宇川盛三郎，
吉川泰次郎． 日原昌造，高力衛門；森下岩楠， 須田辰次郎， 猪飼麻次郎， 伊藤詮ー
郎，森島修太郎，浜野定四郎，小幡篤次郎．四屋純三郎（宇川盛三郎，前掲誌， 1ペ
ジー）。
8)宇川盛三郎，前掲誌， 1ペー ジ。
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旨でもって，「統計調査ヲ目的」9)とする一協会を起こす計画があり，これを杉
に図っている。杉は， この企画は「其趣意大略製表社卜仝シ」10)であることか
ら，製表社と合体することを提案し， 79年 2月28日の臨時会で， 「衆員異議ナ
ク合ースルニ決シ」11) ている。
呉は彼の伝記12)で，この間の事情をつぎのように語っている。
「さう云ふ折柄，東京統計協会が出来た，それは慶應義塾の小幡篤次郎君だの其の他，
慶應義塾の人が一0人ばかり日本橋の松木亭と云ふに寄って製表社と云ふものを持ヘ
た。一方では其の時の参事院の渡辺洪基君だの馬屋原彰君だのが会を拮へた。両方とも
政家年鑑のやうなものを拮へる積りであったらしい。さうして杉さんを顧問のやうに引
張って来て，……」と。
(ii) 
同年4月 1日，両会は合体のうえ，新生「統計協会」として発足する。同時
に，新規則案が付議され，これが議決される。つぎのような，全17条からなる
「統計協会規則」13)が，制定されるのである。
第一条 内外諸科ノ統計二関スル材料ヲ蒐集シテ会員講究ノ便二供へ且ツ其必要トスル
所ノ者ヲ編纂公布スルヲ以テ本会ノ目的トス
第二条本会講究スル所ノ条件ヲ大別シテ地積，人口，行政， 司法，宗教，教育，慈
恵，予備，保険，財政，陸軍，海軍，農業，工業， 商業， 通運，郵便， 電信， 日用
品，等卜為シ会員ハ其各科細目二就テー件又ハ数件ヲ担当スヘシ
第三条各員分任ノ科目二就テ取調ヘタル事件ハ毎月定期ノ会二於テ之ヲ演説シ又ハ其
書面ヲ示シ本会要用卜認ムル者ハ之ヲ編纂シテ年報トナシ刊行スヘシ
……（以下，第十七条まで省略）……
9)「東京統計協会長渡辺洪基君事蹟概略」『統計集誌」第243号， 1901年6月， 1ペー
ジ。
10)宇川盛三郎，前掲誌， 2ペー ジ。
11)宇川盛三郎，前掲誌， 2ペー ジ。
12)林 周ニ・由井常彦編「呉文聰著作集」第3巻伝記， 日本経営史研究所, 1973年，
199ペー ジ。
13)宇川盛三郎，前掲誌， 2~4ペー ジ。
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この統計協会規則の制定の経過について，呉は「宇川盛三郎君が仏の統計協
会の規則を土台にして協会の会則を掠へた」14) と語るように，ここでは1860年
設立の「パリ統計協会」 Societede Statistique de Parisの会則が参考にさ
れたものと思われる。
ついで， 6月3日，定期会の議案として，「調査科目」15)が付議され，つぎの
科目および細目が決定される。すこぶる詳細な篇別構成であるが，発端期の数
量的データ表章の整備，集積状況を知るために，以下，全項目を掲げたい。
第一目 日本国法要旨統計協会調査科目
第一科
土地
憲法， 常定主義， 選挙， 被選
人，選挙人及ヒ現場投票人，厳会
第一目 日本位置，境界，面積 第二目 日本行政組織
第二目 山理（山嶽，高原，平野）
第三目 水理（海，川，湖，池等）
第四目 気候
第五目 地質
中央行政（太政官，外務省，内
務省， 大蔵省， 陸軍省， 海軍
省，文部省，工部省，司法省，
宮内省，開拓使）
第六目 地形上及ヒ農業上ノ区別，植物，
動物，鉱物
府県行政，郡区町村行政
第三目 官吏，諸雇，用係等
第二科 第四科
人口 、 司法
第一目人員調査 第一目司法ノ組織
日本及ヒ外国二於テ施行シタル 第二目 各裁判所ノ組織及ヒ費用
人員調査，人口疎密，人口分 ・ 勧解裁判所，地方裁判所，上等
布，家数及恋数，男女ノ数，身 裁判所，大審院
ノ上ノ有様，生国，年齢．職 第三目 民事及ヒ商事裁判統計
業，痘疾，都市人口 勧解裁判，民事裁判，身代限財
第二目人ロノ変動 産公売，控訴裁判，破毀裁判，
総結果，出生，公生及ヒ私生， 外国人二関スル裁判
死胎，婚姻，親属婚姻，死亡， 第四目 刑事裁判統計
生命中数，来住，往住 刑事裁判，警察裁判，告訴，上
第三科 告裁判，罰金，腔物，没収，罪
政治 人引渡，変死及ヒ自殺
14)林 周ニ・由井常彦編，前掲書， 199ペー ジ。
15)宇川盛三郎，前掲誌， 5~15ペー ジ。
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第五目懲治 救育院，病院，風顔院，聾唖，
懲役場，懲治檻
第五科
宗教
第一目 宗教ノ制度
第二目 社寺局
第三目 神道
第四目 仏教
第五目 耶蘇教
第六目 各宗教学校，教院，社寺財産社寺
歳入
第六科
教育
第一目 日本教育ノ組織
第二目 教育費用
第三目 大学教育
大学校，大学予備門，各上等学
校，費用
第四目 中学教育
中学校，中学師範学校費用
第五目 小学教育
師範学校，公立小学校，私立小
学校，夜学校，教師，生徒，吏
員，費用，学校附属書籍，幼稚
園
第六目 専門教育
国学校，漢学校，私立洋学校，
外国語学校，商法学校，工学
校，農学校，海陸軍学校，法律
学校
第七目 博物館，書籍館，博覧会
第八目 著書，新聞雑誌，書陣
第七科
慈恵
第一目 日本慈恵一般ノ組織
第二目 慈恵ノ設囮
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盲，被救児，児殺，慈恵局，贈
物，遺物，乞弓院，女子職業稽
古場，区医，私ノ慈恵
予備保険
第一目 予備ノ設置
貯金，互助社，老後予備金
第二目保険
第九科
財政
海上受合，生命受合，死亡及ヒ
災難受合，火災受合，天災受合
等
第一目歴史
第二目 理財
事務ノ組織，検査局
第三目 政府ノ予算
明細書，明治六年以来ノ予算
第四目 政府ノ歳入，歳出
租税増減，明治元年以来ノ新
税，明治六年以来ノ予算決算比
較，各種納税ノ平均
第五目 国税
直税（重ナル直税，租税局，地
租， 家税， 財産相続税， 鉱山
税，馬税，車税，動産税，直税
徴収法，徴収費用）
登記税，印税，官有地（登記税，
官有物売払代価，罰金，旅行免
状， 獣猟免状， 印税， 裁判入
費，印紙税，官有地収入）
山林，海関税
間税（営業税，酒類税，煙草税，
火薬税，乗合馬車及ヒ鋏路，其
他雑税）
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郵便，電信，雑収入
第六目 国費
国債（紙幣，内外公債，起業公
債，戦争入費，年金）
皇室費用
官省費用（太政官，元老院，外
務省， 内務省，大蔵省， 陸軍
省，海軍省，文部省，工部省，
司法省， 宮内省， 開拓使， 府
県）
勧業補助費
第七目 府県予算
歳入，歳出
第八目 郡区予算
通常歳入， 臨時歳入，郡区費
用，郡区財政ノ景況
第九目 国債償却
第十科
陸軍
第一目 陸軍編制及ヒ徴兵
兵役義務， 各年徴兵，服役年
限，兵役免除，検査，帰省，義
兵，代人料，犯罪
第二目 日本陸軍組織
第三目 兵員及ヒ費用
第四目 陸軍諸設置
陸軍病院，陸軍賞熙，陸軍士官
学校，教導団，武庫，火薬庫，
造兵所
第十一科
海軍
第一目 海軍艦数，兵員及ヒ費用
第二目 海軍組織
第三目 海軍諸設檻
海軍学校，海軍病院， 海軍賞
煎，造船所
第十二科
農業
第一目 農業上ノ設樅，勧農及ヒ法制
勧農事務
勧農（官立諸局，牧場，救助，
農業博院会，褒賞，農業会社）
農業二関スル制度（新地開墾，
水捌キ，獣類疫病）
第二目 農業二関スル経済
農業人口（地持，小作人， 日傭
人）
農業上ノ耕地ノ区別（耕作地，
田，畠，桑畠，茶畠）
農民ノ所有地（所有地ノ大小，
自作，小作，土地諸掛リ）
田地売買，質入
賃銀，農具
第三目 穀物
米，麦，大豆，雑穀（産出高，
坪平均産出高，重量，相場，輸
出入）
第四目 菜根，花井
芋類， 菜類，根物，絞油料植
物，植木，盆栽，草花
第五目 桑，茶，生糸，綿，麻，藍，煙草
第六目 菓実（蜜柑，梅，梨，柿等）
第七目薬種
第八目 山林，牧野
第九目 畜類
馬，牛，羊，豚，蜜蜂，烏類，
犬
第十目 農業上ノ改良
第十一目 漁業
海川漁業，猟船，漁業人口，漁産
第十三科
工業
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第一目工業，法制，設置 貨幣（金銀，銅，紙幣，洋銀）
維新前ノ工業，法制 金融ノ設置（国立銀行，私立銀
現今ノ工業（弟子奉公，少年ノ 行，質屋，両換，為替，貸附会
仕事，工業資産，発明免状，エ 社，利息，各商業会社）
業教育，工業博覧会，勧業博覧 身代限
会，工業集会，海関法制，勧業 第：：：目 外国貿易
貸附金） 輸出入，蔵入，通過
制限アル職業（危険不潔喧器ノ 第三目 航海
職業，鉱山，鉱水，兵器，火 船舶出入，難船，救船，船舶ノ
薬，硝石，屠牛，屠豚） 数，灯明台，浮標
度撒衡 第十五科
第二目工業統計 通運
工業人口，蒸気器械，糸類工業 第一目 道路
（麻，木綿，羊毛，生糸，各種 国道，県道，兵道，村道，橋梁
交織物，網織物，縫箔）染工衣 第二目 鉄道
服二関スル工業（髪飾，靴，履 歴史，現今ノ景況
物，手套，帽子，衣服） 鉄道（線路，建築費，附属屋舎，
金鉱及ヒ石鉱（鉱山ノ数，災難， 利益，鉄道局，蒸気車）
石炭山，石炭産出高，鉄山，其 鉄道災難
他諸鉱山，硫黄石鉱） 第三目 内地水運
金属工業（鋏類工業，其他諸金 第十六科
属工業，宝玉細工，金銀細工， 郵便，電信
時計） 第一目 郵便
雑工業（砂糖，酒，味蔀，酒精， 第二目 電信
麦酒，酢，味噌，醤油，油，熟 第十七科'
皮，毛皮，化学製造品，石鹸， 消費
嫌燭，陶器，染器，扇，団扇， 第一目 食用品
傘， 硝子， 水晶， 骨， 象牙， 米，麦，大豆，雑穀，芋類，鳥
膠，筆，墨，紙類，印刷，材 獣，魚介，味噌，醤油，酢，塩
木，竹，籐，其他諸工業） 第二目 酒類
工業産物ノ総価 酒，味蔀，酒精，麦酒，萄萄酒
第十四科 等
商業 第三目砂糖，茶
第一目内国貿易 ・ 第四目煙草
貨物流通（内地水運及ヒ陸運， 第五目 糸物
鉄道，沿海運輸，市場，諸相場） 木綿，羊毛，生糸，麻
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第六目薪炭
石炭，薪，木炭
第七目 油類（種油，•石炭油，等）
第八目金属
金， 銀， 鉄， 銅，'鉛，亜鉛，
錫，鰊
第十八科
東京
第一目 土地，広狭，気侯
第二目人口
人員調査，人口増殖，身ノ上ノ
有様， 年齢， 生国，婚姻， 出
生，死亡，変死， 自殺，埋葬，
来住，往住
重ナル歳出（役員給料，土木費，
警察費，学校費）
第九目；工業
工業，各職業ノ人員，賃銀，仕
事ノ時間，仕事休，職人教育ノ
最況，職人貧富ノ最況，各区工
業ノ分布，食物，家具，衣服，
傘，履物，建築，糸及ヒ織物，
毛皮及ヒ熟皮，馬車，馬具，馬
車具， 人力車，化学工業， 染
ェ，陶器，染器，金属，宝玉金
銀細工，小間物，印刷彫刻，製
紙，筆紙墨
第十目 芝居，諸遊芸
第三目家屋，鼈，借家，衛生 第十一目供給市場
第四目行政 穀物，肉，魚，鳥，介，菜根，
府庁，郡区町村役所，警察，火 酒類，茶，薪，炭及ヒ重ナル消
災，・天災 費物ノ増減
第五目宗教 第十二目 建築，道路
第六目教育 建築，道路，通運，水道，溝
第七目救助 渠，橋梁，瓦斯灯，油灯
救助事務，費用，救育院及ヒ病
院ノ人員，扶助，免税？貯金
第八目財政
歳入，歳出
-重ナル歳入（営業税，雑種税，
第十九科
開拓使
歴史，土地，人口，，政治， 教
育，会計，屯田，産物，•し．農業，
商業， 工業， 漁猟， 殖民， 畜
地価割，戸数割） • 類，獣類，通運，銀行
上記の調査科目は，今日の「日本統計年鑑』と比ぺても遜色のない広範囲な
社会・経済の各分野を網羅するものである。それはまた，明治初期における世
上百般の諸事象についての一断面を教えてくれるとともに，往時の社会がどの
ような数量的情報を必要としたかの一つの手掛かりを与えてくれるといえよ
う。なお，同時に，各調査科目については，会員がそれぞれ分担のうえ，資料
収集にあたることと定めている。
1880 C明治~3) 年 3 月 26 日，会長制がしかれ，渡辺洪基が初代会長に選出され
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1116 闊西大學「経清論集」第36巻第5号 (1987年2月）
ている16)。また，呉文聰と宇川盛三郎の 2名が編集委員に選定される。
同時に，統計協会の「存在目的等ヲ世上一般二知ラシメ世人ノ賛成ヲ得ンタ
メ」17), つぎのような広告18) を，諸新聞に掲載する。
「事物ノ実況ヲ知ルハ其数ヲ知ルニ如クハナシ是レ晩近統計学ノ益々其用ヲ見ル所以
ナリ然ルニ其事タルヤ広汎ニシテー人ー局ノ専ラ此事二従フモ能クスル所二非ラス必ラ
スヤ数多ノ淵源二就テ其材料ヲ仰キ数多ノ智学ヲ合シテ之ヲ集成セズンハアルベカラス
妥二我輩此一社ヲ設ケ名ケテ統計協会卜称シ統計表トナスベキモノヽ部門ヲ分チ其編成
ノ方法ヲ議シテ以テ之ヲ集成シ事実ヲ証明スルノ用二供セント欲ス官務ヲ奉スルト民業
二従フトニ論ナク有志諸君ノ本会二入リテ此業ヲ補助セラレンコトヲ希ヒ又此会二加ハ
ルト加ハラザルトニ関ハラス事物ノ数ヲ知ルヲ得ルノ書類ハ之ヲ本会二寄贈アランコト
ヲ望ム本会ノ規則及ヒ調査科目ハ需メニ応ジテ之ヲ送呈スベシ
明治十三年四月 」
上の広告が，ー「世二出タルヤ四方ノ学士紳士大二本会ノ趣意ヲ賛成シタルノ
ミナラス本会二加入セラレタル諸君モ数多アリ」19)と， 統計協会の会員数も一
挙に増加し， 1880年11月には， 56名が登録されているC
同じ 4月 6日，統計協会の将来動向を決定するような「請願」20) がなされて
16)ちなみに，歴代会長は，つぎのとおりである。
初代渡辺洪基 1880 (明治13)年2月~1881年4月
第二代有島 武 1881 (明治14)年10月~1882年8月
第三代渡辺洪基 1882 (明治15)年8月~1890年7月
第四代花房義質 1890 (明治23)年7月~1897年10月
第五代渡辺洪基 1897 (明治30)年10月~1901年5月
第六代阪谷芳郎 1901 (明治34)年6月~1941年1月
第七代 窪田静太郎 1942 (昭和17)年2月~1944年6月
ただし， 1881年10月から84年12月まで，事務会長制が敷かれている。また，副会長に
は， 1886年1月，内閣統計局長・石橋重朝が就任して以来，歴代の統計局長が副会長
に就いており， この面でも東京統計協会は統計局との関係を密接にもって発展したと
いえよう。
17)宇）I盛三郎，・前掲誌， 12ペー ジ。
18)宇川盛三郎，前掲誌， 12ペー ジ。
19)宇川盛三郎，前掲誌， 12ペー ジ。
20)宇川盛三郎，前掲誌， 13ペー ジ。
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いる。すなわち
「今般同志相集リ統計協会卜名クルー社ヲ創立シ広ク世上百般之事件之数二表スベキ
モノヲ網羅縮約シーハ公私便益之為メーハ統計之学術研究之為メ社会事業之考証卜相成
候様一目瞭然タル書籍出版仕度候就テハ御発行之報告類ハ勿論其他御書類中二就キ統計
ニ関係セルモノニテ御差支無之書類ハ下付又ハ御貸下相願度且御貸下難相成分ハ社員之
内出頭謄写之儀御許容被下候様致シ度本会規則井調査科目相添此旨拝願候也＇，
会長渡辺洪基」
というのである。つまり， 政府にたいして， 統計に関係ある報告， その他の
書類の下付，または貸下を，もしくはそれが困難なときには，会員が出頭のう
ぇ，謄写することの許可を求めたのである。
この請願は， 81年 3月までに漸次許可をえて，統計協会は「陸続其統計二関
スル諸書」21)をえるところとなる。そしてこの一件を契機として統計協会と政
府統計機関との関係がしだいに深まり，以後，内閣統計局『日本帝国第五統計
年鑑J]の出版許可をえて， 300部を発行 (1886年10月）するのをはじめとして，
内閣統計局，農林省，商工省などの編纂にかかる内外統計書22)のほとんどの出
版許可をうけて刊行し，その数毎年20数種をこえるにいたる。そして明治後期
から大正期にかけて，東京統計協会は統計局の外郭団体としての性格を色濃く
もった中央統計団体として発達していく。
〔，1I〕
(i) 
統計協会規則第 1条にいう「内外諸科ノ統計二関スル材料ヲ蒐集シテ……編
築公布スル」23) は， 1880(明治13)年11月からはじまる。すなわち，統計協会の
機関誌『統計集誌』の発刊からである。
21)宇川盛三郎， ・掲誌， 13ページ。
22)代表的な「統計報告書」として，統計局『帝国統計年鑑」の他，統計局『統計摘要』，
統計局『国勢調査報告』，統計局「労働統計要覧』， 農商務省『農商務統計表』， 商工
省「商工省統計表』，農林省「農林省統計表」などをあげうる。
23)宇川盛三郎，前掲誌， 2ページ。
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創刊号の体裁は，四六倍版，「統計協会来歴」 14ページ＋本文44ページから
なり，白色表紙24)には，明治十三年十一月 統計協会編築刊行25)『統計集誌』
初号，禁売買と標記されている。本文は，タテ一段組みで，旧 5号活字が使用
されている。刊行は第 4号までは不定期（ほぼ季刊）であったが，原敬の「月次
刊行トナスヘシ」26)との発議などにより，第 5号からは「定時刊行」を表紙に標
示し月刊となった27)。ただし，発行所についての明示はなく，第2号に「本会事
務所未夕設立無之二付当分ノ内統計編纂上二関スル事実等ハ麹町区元園町二丁
目八番地呉文聰三田四国町十五番地物集女清久両人ノ中へ又入会其他本会ノ事
務上二関スル事ハ築地三丁目三番地小松原英太郎京橋区鎗屋町八番地日高秩父
24)同紙の表紙とその体裁とは，つぎのような変遷である。
初 号～第129号 (1880年11月~1892年5月） 四六倍版白色表紙
第130号～第521号 (1892年6月~1924年12月） ” 薄青色表紙
第522号～第754号 (1925年1月~1944年6月）菊版 II 
上記のように，薄青色表紙の時代が，半世紀以上にわたってつづいたので，表紙の
色にちなんで「青雑誌」と呼ばれ，他方『統計学雑誌」は「赤雑誌」とそれぞれ愛称
された。また，第67号から第76号まで (1887年3~12月）は，全ページ横書きが採用
され，この当時としては， きわめて斬新な誌面体裁となったが， 「旧慣二悸リテ通読
二便ナラサル」（「本会設立第十年紀即明治廿年事務報告」『統計年誌」第 77号， 1888
年1月， 32ページ）として，短期間で旧に復している。
25)『統計集誌」第2号(1881年3月）から， 表紙において「東京統計協会」編築と標記
されているが， しかし本文中では「統計協会」という呼び方も，併行して用いられて
おり，いつごろから，統計協会が東京統計協会と正式に自称するようになったかは定
かでない。ただし， 1882年12月， 宮内省より下賜金をうけたときには，「東京統計協
会 今般思召ヲ以テ金五百円下賜候事 明治十五年十二月十四日 宮内省」（『統計集
誌』第15号， 1882年1~月， 271ページ）とある。ただ， 東京統計協会と名乗ることに
ついては， この時期すでに発足していた「ロンドン統計協会」，「パリ統計協会」など
の名称が範になったことは想像に難くない。
26)「本会記事」『統計集誌」第4号， 1881年4月， 195ページ。
27)『統計集誌」は，以後， 1923年9月の関東大展災による休刊 (1923年8月~12月）を
除いて，毎月25日付で定期的に刊行されている。ただし，戦局（第二次大戦）逼迫に
よる用紙事情悪化のために，第752号 (1944年2・3月），第 753号 (4・5月）はそれ
ぞれ合併号となっている。また，第157号 (1894年9月），第188号 (1897年3月），第
205号(1898年7月），第210号 (1898年11月），第214号 (1899年2月），第330号 (1908
年9月）および第569号 (1928年11月）は，各々臨時増刊号である。
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両人ノ中へ報道アランコトヲ翼望ス」28)とあるように， 発刊当初は，個人の会
員宅におかれたが， 1882年10月から正式の事務所29)を定めている。
また，『統計集誌』の発刊にあたって，「雑誌を編輯したのは，第一号は物集
女君の名になって居るが主として私が栴へ，二号も三号も四号も私と物集女君
と宇川君とで排へた。私が一番に手を出した」30)と，呉が語るように，『統計集
誌』編纂にたいする，呉の尽力は見落せない。事実，彼は物集女清久と連名31)
で，つぎの一文32)を創刊当初の各号に掲載している。
「統計学ノ我国二行ハルヽ年月末夕久シカラス従ッテ其学ヲ修ムルモ亦末夕深シトセ
ス故二今日ノ統計表ハ其学ヲ以テ之ヲ論スルトキハ或ハ其当ヲ得サルモノアルペシト雖
統計ノ事タル其事実ヲ挙テ之ヲ編製スルヲ主トスルモノニシテ素ヨリ編者ノ意見ヲ以テ
漫リニ取捨スヘキモノニ非ス因テ会員諸君ノ寄送スル所添削取捨スルナクーニ原稿二従
フ但編纂ノ体裁宜シキヲ得サルカ如キハ我輩ノ非才浅学二是レ因ル謹ンテ会員諸君ノ訂
正ヲ仰クノミ
物集女清久
編輯委員 謹識」
呉文聰
『統計集誌』＇の構成は， 「本会記事」， 「統計表」， 「論説」および「雑記」
（第67号・ 1887年3月から）などからなる。「本会記事」は文字どおり東京統計協会
の消息，動向などを伝えるものであり，そして「統計表」33) こそまさに，
「今般同志相謀リ統計協会卜名クルー社ヲ創立シ広ク世上ノ百事数二表スベキモノヲ
28.)『統計集誌」第2号， 1881年3月， ウラ表紙見返しページ。
29) 1882年10月に，東京府京橋区山城町6番地に土地及び建物を購入して事務所を設置。
その後， 1923年9月の関東大震災により麻布区富士見町の統計局内に仮事務所をお
く。 1924年5月，京橋区山城町の仮事務所竣成。 1928年5月に京橋区新肴町5番地の
新事務所完成。 1930年3月，町名変更により，京橋区銀座西3丁目 1番地15となる。
1939年12月，銀座土地の第三者への地主売却のため，麻布区富士見町1番地・内閣統
計局内におかれる。
30)林周ニ・由井常彦編，前掲書， 199ペー ジ。
31)『統計集誌』第4号， 1881年12月は，呉と依田昌言の連名となっている。
32)『統計集誌」第1号， 1880年11月，オモテ表紙見返しページ。
33)『統計集誌」第1号， 1980年11月，オモテ表紙見返しページ。
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蒐集シ且ツ其緊要ナル者ヲ縮約編纂シテ統計集誌卜称シ之ヲ刊行シーハ以テ公私事業ノ
考証二供シーハ以テ統計ノ学術研究ノ資トス願クハ有識ノ諸君此会二入リテ其事業ヲ助
ケ井セテ時ノ新古ヲ問ハス統計二関スル事実ハ務メテ本会二報道アランコトヲ
統計協会敬白」
と本『統計集誌』の主軸となるものである。そこでは， さきにみた「調査科
目」にしたがって，国内外の各種統計資料が渉猟，整理されて毎号掲載されて
いる。これらの統計資料は，
「明治期のものは勿論大正・昭和期でも戦前の統計資料で留意しなければならない点
は，現在のように統計報告としての形態をなしていないもので統計データの採録資料と
なるものが多くあることである。記述形式の内に統計データが含まれていることは時代
を遡れば遡る程数多く一般的とさえなる。また，雑誌論文や記事中にしか発表されて
いないデータも多くみられる。明治10年代より刊行されている『統計集誌」『統計学雑
誌」中によくこの種の資料が含まれている。」34)
と説明されるように， 1870年代以降の統計データをみるに必須の雑誌資料を提
供してくれるのである。とりわけ，東京統計協会は，前述のように，統計局と
の結びつきが強かったので， 各種官庁統計が毎号， 豊富に収録されている。
たとえば，『統計集誌』創刊号の統計表は，
0全国ノ面積及周囲 iO貨幣
〇東京気象概表（自明治六年至明治十三年）
〇全国戸口総計表（明治九年一月一日調）
〇婚姻出生死亡表（明治十三年）
0民事綜計表（明治十年）
〇刑事綜計表（明治十年）
0全国賊難表（自明治八年至明治十年）
0全国学事概表（自明治六年至明治十年）
〇寛政年間江戸捨子ノ数
0貨幣鋳造高（畠闊靡累雪素請創業）
0陸軍省年報抜抄（明治十年十二月調）
〇金銀相場表（明治十一年同十二年）
〇繰綿相場一覧表（自慶応元年至明治七年）
0葉姻草相場一覧表（自吸応元年至明治七年）
〇養蚕雇人月給表（自艇応元年至明治七年）
〇農夫雇入年給表（自脱応二年至明治七年）
0生糸相場一覧表（自慶応元年至明治七年）
〇東京地所売買相場一覧表（鼠翡爵悶）
〇農夫雇入月給表（自炭応元年至明治七年）
34)高橋益代「『経済統計」資料＿戦前(1)ー 」、『経済資料研究」 No.15, 1981年 1月，24
~25ペー ジ。
114 
日本における中央統計団体の軌跡（藪内） 1121 
と， 20本の統計データが幅ひろくおさめられ，なかには解題がつけられた表も
あり，今日の「統計月報」的性格を濃厚にもつものであった。同時期，定期的
に刊行される「統計報告書」といえば，わずかに『日本府県民費表』 (1875~79
年）， 『日本全国戸籍表』 (1874~78年）， 『戸籍局年報』 (1876~85年）， 『農務統計
表』 (1879~83年）などごく少数であった35)。この意味からも， 統計情報の社会
への閲覧の便をはかるという点において， 『統計集誌」の発刊は， 大きな意義
をもったといえよう。
(ii) 
森田優三教授が， 「明治大正の五十年間におけるこの二団体（東京統計協会・
統計学社：注……引用者）の日本の統計の発達に寄与した貢献はきわめて大であ
った。この時期における日本の統計学の前進は，大学の研究室ではなくてこの
二団体の活動によって支えられていた」36) と確言されるように，わが国統計学
の草創期において，東京統計協会および統計学社が，統計思想そして統計技術
などの発展に寄与した貢献度はきわめて大きい。
とりわけ，各統計団体の統計的研究の発表の場となるのが，それぞれの機関
誌「統計集誌」（東京統計協会）であり 『統計学雑誌』（統計学社）である。そこ
で，各号に掲載された論文などは，おのずから各時代の統計および統計学の課
題を提起し，追求するもので，わが国統計学の発達史をたどるとき，われわれ
の先人たちの苦悩と模索のあとを語ってくれる。以下，『統計集誌」に焦点を
あてて，進展の跡をたどりたい。
『統計集誌』は，．第 2号 (1881年3月）から「論文」を掲載しはじめる。増田
賛「往時事物亦為今日之急」，と呉文聰「統計論之ー」，呉文聰「統計編纂上府
県区域ヲ用ユ可カラサルノ議」の三編である。とくに， 呉の「統計論」は，
「統計ノ事務ハ只夕多クノ事実ヲ集メ其数字ヲ列スルニ止マルニアラス学術二
35)ちなみに，統計院編『統計年鑑』の刊行は， 1882年からである。
36)森田優三「統計遍歴私記』， 日本評論社， 1980年， 12ペー ジ。
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適ヒタル方法二因テ社会現象ノ相与ノ関係及ヒ其原因ヲ看破スルノ域二達セシ
ムルカ如ク其事実ヲ整理排列セサレ可ラス」37)との序にはじまり，第 4号 (1881
年12月）まで連載している。ここで呉は， 統計学者・統計実務家・統計団体が
統計にたいして，あるべき姿勢についての提言からはじめ，統計利用の論理的
手続き，そして統計の誤用にまでおよび壮大な論文である。本論文は，呉の初
期の統計学観を知るうえでのみならず，この時期の統計学にたいする統計関係
者たちの理解，認識を把握するうえにおいても貴重な論文として，『統計集
誌』の門出を飾るにふさわしい内容となった。
『統計集誌」に掲載されている記事，論説などは，厖大な数38)を数える。い
まここで，その全域にわたって，紹介することは，筆者の力量をこえる。した
がって以下，わが国の統計思想と統計実務の発展に大なり小なりの影響を与え
たと思われる記事や論説に標的を絞って考察を続けたい。また便宜上， (1)
般統計論（統計方法および統計理論）と， (2) 特殊統計論（応用・実務統計）， (3) そ
の他統計関連分野とに分類，整理のうえ，稿をすすめたい。
(iii) 
上述のように，呉の「統計論」を端緒として， わが国の統計思想の展開史
上，見のがすことのできない諸論稿が，『統計集誌J]上に掲載される。
岡松径は，「各国官府統計ノ略史」第 3号(1881年7月）で， 「統計ハ政府及ヒ
人民二対シ常二欠ク可ラザルモノ」39) と述べ，西欧を中心に各国の中央統計局
の制度，機能を概観する。この時期は，わが国の中央統計機関として発足した
37)呉 文聰「統計論之ー」『統計集誌」第2号， 1881年3月， 48ページ。
38)日本統計協会は， 同協会の創立百周年記念出版として， 『明治・大正期統計集誌論文
選集」 (1980年9月）を刊行し，同書は「統計集誌」初号 (1880年12月）から第545号
(1926年12月）にわたって掲載された論説・講演速記などの中から計70編を収録して
いる。
39)岡松 痙「各国官府統計ノ略史」『統計集誌』第3号， 1881年7月， 120ページ。
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太政官正院政表課が，太政官統計院 (1881年5月）へと充実，拡大40)された時期
と符合するものであり，統計先進諸国の中央統計機構の紹介を通じてわが国中
央統計局の範を求めようとするものであった。
かつて， 小島勝治は， 日本における統計学発達の過程を， (1) 翻訳時代，
(2) 外国系統学説時代， (3) 独創的研究時代と三つに大別41)した。すなわち，
翻訳時代は「外国の著書をそのまま輸入して翻訳し，統計学の大要を努めて把
握することに心懸け，また其の智識の世間的な普及が主目的」42)の時代であり，
外国系統学説時代は「外国の学風を受けついだ日本の学者が多々の著作を出
し，又独創的な努力があっても外国の学説の何等かの意味での延長であったと
見られる。即ち次の時期への過渡的な時期に位地を占めている」43)時代であり，
そして独創的研究時代は「わが国独特の学説の出現といふことにあり，外国
学説への追随的態度を止揚して明確な学説を見る」44)時代であると説明する。
小島の三大別どおり，この時期のわが国の統計学は，翻訳時代そのものであっ
た。とりわけ， ドイツ国状学派の影響を強くうけた。 このことは， 「明治期の
わが国のナショナリズムと， さらに当時の統計専門家の多くが官庁統計家で
占められていたということが，こうした事情の一般的背景」45) にあるとの指摘
どおりである。『統計集誌』においても， 同様のことがいえる。明治中期まで
の論説の多くは， ヨー ロッパの， なかんずくドイツ国状学派たちの論文の翻
40) しかし，ここでの統計院への機能拡充も，• その実状は統計関係者にとって素直に喜べ
ないものであった。（くわしくは，拙稿「国勢調査前史 (II)一―-明治人口統計史の一
齢」『岐阜経済大学論集」第18巻第1号， 1984年3月， 43~47ページ，をとりあえず
参照されたい）。
41)小島勝治「日本統計学史略説」『統計学文献J(上），大阪統計談話会， 1938年7月， 2 
ページ。小島勝治『統計文化論集」 I, 未来社， 1981年， 4ページ。（以下の引用に
あたっては， 1938年版による……筆者）。
42)小島勝治，同上書， 3ペー ジ。
43)小島勝治，同上書， 3ペー ジ。
44)小島勝治，同上書， 4ペー ジ。
45) 鮫島龍行「明治維新と統計学ー一統計という概念の形成過程一~ 『統計日本経済』
別冊，筑摩書房， 1971年， 22ペー ジ。
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訳，抄訳そして解説で占められた。たとえば， 小野弥ー「統計ノ限界」『統計
集誌』第57・59号は，ヒッセリング(S.Vissering)の第七回万国統計会議（オラ
ンダ・ハー グ，1869年9月6日~17日）での報告を訳したものであり，高橋二郎「統計
入門」『統計集誌』第 5~24号(1882年1月~83年8月）は，ガルニエ(J.C. Garnier, 
Elements de Statistique, Paris, 1872)の， 岡松径「行政科統計論」『統計集誌J
第13・16・20号(1882年9月・12月・83年4月）は，ハウスホーファー(M.Haushofer,
Lehr-und Ha叫buchder Statistik. Wien, 1872)の， それぞれ抄訳である。 これ
らの諸論をはじめとして，以下，多数の訳稿をみることができる。
明治も後期，そして大正期に入ると，新渡戸稲造，高野岩三郎，財部静治，
藤本幸太郎らの名前が『統計集誌』上を賑わす。つまり，小島勝治のいう「外
国系統学説時代」を迎え，さらに「独創的研究時代」へと移行していくのであ
る。
新渡戸は， 1910年5月14日， 東京統計協会の月次講演会において，「ケテレ
ー氏の統計学に於ける位置」『統計集誌」第354号(1910年8月）を講ずる。この
講演は，ハンキンス(F.H. Hankins)の博士論文46)を紹介するもので，ケトレー
を「今日の統計学なる一の学術的方法に整頓することに最も貢献した人物」47)
として位置づける。• この講演は，その後の本格的なケトレー研究の先がけをな
した。
高野が，『統計集誌』上に初めて稿を起こすのは，「千八百九十五年に於ける独
逸帝国職業及営業調査報告書」『統計集誌』第263~265号(1903年2,;.,4月）であり，
その後，「クニース氏の『独立の学問としての統計学』を読む」第284号 (1904年
11月），「欧米諸大学に於ける統計学の近況」第 329号 (1908年8月）， 「本邦結婚
統計一斑」第323号(1908年2月），「本邦出生統計一斑」第 327号(1908年6月），
46) F. H. Hankins, AdoゆheQuetelet as Statistician, Columbia University Press, 
New York, 1908. 
47)新渡戸稲造「ケテレー氏の統計学に於ける位置」『統計集誌」第354号， 1910年8月，
634ペー ジ。
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「本邦離婚統計一斑」第336号 (1909年2月），「臨時戸口調査に現はれたる台湾」
第335・336号(1909年1・2月）等々と，つぎつぎに発表をつづける。なかでも，
「統計とは何ぞや」第381号 (1912年11月）では，統計的研究は「帰納的の研究
である，数字上の研究である，又社会的の研究である，であるからして色々の
知識が要るが，其中で最も重要なのは何であるかと言へば，最後の社会に関し
た知識であろう，是がなければ研究は出来ない，又其研究の土台になる所の数
字，即ち統計をば適当に作り出すことが出来ない」48)と結び，また，「本邦統計
の改善に就て」第 394号 (1913年12月）では， 「統計の進歩を促すための一般的
社会的の原因」49) として， (1) 科学思想の発達， (2) 立憲思想の発達， (3) 経
済界の進歩，をあげる。とこに，マイヤー(G.v. Mayr)に師事し，「統計的方法
によって社会の規律を探究しようとした社会科学者」50),高野岩三郎の姿を明確
にみることができる。・
藤本幸太郎は，「統計学と社会学との関係」第398号(1914年4月）を，チチェ
ック (F.Zizek)の一巻51)によって論じ，「将来は統計学に依って社会学が助けら
るゞし，又社会学の指導に依って統計学が非常に発展するであらうといふやう
なことが予見され得る事柄でありますから，コントやスペンサーが殆ど統計学
を無視した時代は既に業に去って，共に手を携へて二つの学問が種々の貢献を
為すという時代は到着した」52) と論ずる。この時期は，すでにわが国の産業資
本確立期の蓄積過程が生み出した社会的矛盾が本格的に露呈しつつあり，これ
らの矛盾に対処する社会政策的関心が統計的に投射されつつあった。
以後， 水谷良一「統計学の基礎概念」第516・517号 (1924年7・8号），郡菊
48)高野岩三郎「統計とは何ぞや」『統計集誌」第381号， 1912年11月， 589ペー ジ。
49)高野岩三郎「本邦統計の改善に就て」『統計集誌」第394号， 1913年12月， 670ペー
ジ。
50)鈴木鴻一郎編，高野岩三郎著「かっぱの屁』，法政大学出版局， 1961年， はしがき 1
ペー ジ。
51) F. Zizek, Soziologie und Statistik, Miinchen u. Leipzig, 1912. 
52)藤本幸太郎「統計学と社会学との関係」『統計集誌」第398号， 167ペー ジ。
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之助「統計調査に於・ける単位と標識に就いて」第517・518号(1924年8・9月），
中川友長「相関関係論の問題」第 538号 (1926年5月）などがつづく。昭和期に
入ると，『統計集誌」も数理統計学の影響をうけはじめる。中川友長「確率論の
基礎ーーヴェン氏の所説及平均法に就て一ー」第546~548号(1927年1:-3月），
家本秀太郎「モ・-メント計算法」第 668号(1937年2月），伊藤清「最近に於け
る確率論の発展」第705・709・711号(1940年;3・7・9月）などが掲載され， 第
二次大戦後の「標本調査」時代への伏線となっていく。
(iv) 
人口統計は，統計調査の発達過程においても，現行の統計調査体系において
も基軸をなす。そしてまた，人口統計の根幹となるのは「国勢調査」である。
ところが．わが国の国勢調査の実施は大きく立ち遅れたのであった。維新政府
の下で，統計機構の整備，各種統計調査が着々と進展するなか，ひとり国勢調
査は一向に実現せず，それは大正期にまでもちこされてしまうのである53)。こ
の間．国勢調査の早期実施にむけて，精力的な運動を展開するのが，東京統計
協会，そして統計学社に結集した会員たちであった。いま『統計集誌』上で，国
勢調査にかんする主な論説をたどってみると，原敬「渡辺洪基宛書簡」第60.
67号(1886年 8 月• 87年3月），呉文聴「国勢調査私儀」第201号(1898年3月），花
房直三郎「人口統計及内閣訓令第一号に就て」第 210号 (1898年1月）， 阪谷芳
郎「国勢調査に就て」第354号 (1910年8月），二階堂保則「国勢調査に就て」
第455~457号(1919年1~3月）等々と，多数の会員が国勢調査の早期実施への論
陳をはる。なかでも『統計集誌』第359号(1911年1月）は，「国勢調査問題紀念
号」として特集をくみ，その「発刊の趣旨」54)で，
53)くわしくは，拙稿「国勢調査前史ー一明治人口統計史の一鮪一ー一」 (I)~(Jll)「岐阜
経済大学論集」第11巻第 1• 2 号，第18巻第 1• 2号， 1977年6月・84年3月.7月
を参照されたい。
54)「発刊の趣旨」『統計集誌」第359号， 1911年1月， 1~2ペー ジ。
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「統計の観察たる其の範囲甚だ広く之を内にしては人類社会，之を外にしては森羅万
象，皆其の目的物にあらざるはなしと雖，事国勢調査より重且つ大なるはなし，本会創
立以来此に三十有余年夙に其の実行の必用を感じ，統計の官街又は帝国議会に之を建議
せしこと一にして足らず，明治三十五年に至り遂に国勢調査の法律公布せらるヽに至り
しも時局の為事行はれず荏再今日に至れり，今や平和剋復已に数年諸般の経営緒に就か
んとするの秋に至り，国勢調査の実行は復た一日を緩くすべからざるを以て，客年又本
会より我政府に其の実行の期を定められんことを建議せしは会員諸君の諒知せらるり所
なり，是皆統計の基礎を確定し国家経営の万ーに禅補せんとするの微衷に外ならず，然
るに今回政府に於て国勢調査準備委員会を設けられ多年の宿題漸く解決の期に接す，是
れ本邦統計史上に特筆大書すべき現象にして亦本会の永く記悔すべきことヽす，依て此
の機会を以て広く会員諸君に謀り特に国勢調査に関する記事論説等を蒐集し絃に本号を
発刊し以て此の盛事の紀念と為すと云ふ
明治四十四年一月
東京統計協会会長法学博士男爵阪谷芳郎」
と，国勢調査の早期実現への期待をかける。 しかし， この運動が結実するの
は， 1920年であり，欧米先進諸国の国勢調査に遅れること，一世紀以上の時間
を要した。国勢調査に関連して，［呉文聰「職業調査論」第85号 (1888年9月），・
阪本敦「職業分類の比較研究」第364~373号(1911年6~12年3月）などの研究も
みられる。
『統計集誌』上の人口統計関係の論説は，もちろん国勢調査だけにとどまらな
い。 1883(明治16)年には早くも，人口統計理論として，鈴木敬治「日本及ヒ各国
人員二倍ノ期」第19号(1883年3月）が掲載されている。彼は，ワッペウス(J.E.
Wappaus)の所論55)を参考にして，わが国および主要各国の人口の倍増時期を計
算するものである。この鈴木論文に数学的厳密性を与えるのが，和田雄治「人口
異動算法」第32~35号(1884年4~7月）であり，彼はラプラス全集，ラグランジュ
大集などに依拠して，対数，微分式を用い，わが国およびベルギーの人口 2倍の
時期を推定するものである。この時期の「統計集誌」としては，珍しく数学者の
55) J.E. Wappiius, Allgemeine Bevolkerungsstatistik. Vorlesung, 2. vols, Leipzig, 1859. 
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寄稿による数式が展開されている。本論文は，今日からみれば，初等数学的計
算に属するが，明治の早い時期， しかも東京統計協会の会員たちの多数が，社
会科学に基礎をおく統計思想の影響下にあったことを考えるとき，同論文がど
のような評価を受けたのであろうか，興味のあるところである。ともあれ，人
口の多寡が国勢伸張の重要指標だと考えられた当時にあって，人口倍増問題は
格好の課題であった。その後も，臼井喜之作「年齢論」第87号 (1888年11月），
二階堂保則「本邦人の生死に関する統計的批判の概要」第413号 (1915年7月），
財部静治「所帯観」第465・466号(1919年1.・12月）などの諸稿がつづく。
経済統計関係にかんする論説も数多くみられる。まず，嘉村今朝一「外国貿
易ノ進歩」第14号 (1882年10月）の掲載にはじまり， 渡辺洪基「家国経済棚卸勘
定」第42号(1885年2月），横山雅男「統計学と経済学の関係」第97号 (1889年9
月）へと展開されていく。花房直三郎「経済に関する統計の方法に就て」第
227号 (1900年2月）では，シュモーラ (G.v. Schmoller), ハウスホーファーらの
文献を例証に経済統計の方法論が説かれる。
なかでも，農商務省「物価，賃金，生計程度」第269・270号(1903年8・9月）
は，「農商務省の調査に力)~ る」56)とあり，個人名は付されていないが，本稿は
当時，農商務省統計課長の席にあった呉文聰の執筆になるものである。彼はこ
こで， 賃金統計は， ほんらい賃金所得統計でなければならない， したがって
賃金率と賃金所得，換言すれば，名目賃金ないしは定額賃金と実収賃金とを明
確に区別して調査すべきであると主張する。これは伝統的な賃金統計の形式を
根本から覆えすことになる新しい形式の賃金統計を提唱するものであり，わが
国における近代的な賃金統計の先駆的業績として高い評価をうけることにな
る57)。 しかも， 本稿は呉にとっても代表論文の一つに数えられている。
横井時敬「統計と農業との関係j第351・352号(1910年5・6月）は，「緻密に
56)農商務省「物価，賃金，生計程度」『統計集誌』第269号， 1903年8月， 367ベージ。
57)土屋喬雄「呉文聰について」呉文柄緬『呉文聰統計学論文選集』， 日本経営史研究所，
1972年。
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統計を取らうと申しますれば勢ひ多くの評価と云ふものを応用しなければなら
ぬ，評価と言へば先づ農場の評価と申しますると建物と土地とを評価して見て，
どう云ふ関係を以て居るかといふことを調べなければならぬ」58) と，当時の農
業統計あるいは農業統計調査の実情を知るにさいして，多分に舞台裏的内容が
紹介されており興味深い。
資本主義的商品経済発展の必然的過程として，各種の近代的社会問題が生ま
れてきた。わが国でも日清戦争後の明治30年代に労働問題が顕在化してくる。
明治40年代に入りこれらの労働問題にたいする統計的反応があらわれてくる。
たとえば，近代的な工業統計として独立の体系をもつ「工場統計報告規則」の
制定 (1909年1月）もその一つであり，同規則には， 労働統計的調査事項が織り
こまれる。と同時に，産業資本確立期の蓄積過程から生みだされた下層社会の
劣悪さも社会政策的関心を集め，調査活動へと進展していく。
田中太郎「統計的細民調査論」第374・375号(1912年4・5月）は，当時の「世
界文明国に於て最も重要視せらる刈所の問題は，所謂軍備問題と貧民問題との
二つ」59)であると述べ，とりわけ貧民問題は「単に救貧換言すれば既に窮困に
陥りたる人民の救済のみに満足するの時代に非ず」60)という。それがためには，
防貧的事業の必要性を説き，その一環として正確な「細民調査」の早急の実施
を求めている。田中論文をうけ，さらに具体的な調査論を展開するのが，高野
岩三郎「シッフ氏家計調査方法論」第398~400号(1914年4~6月）であり，本論
文はシッフ(W.Schiff)の論文61)に依って，家計調査の方法および技術を示すもの
である。同論文が彼の「東京二於ケルニ十職工家計調査」への準備を整えたこ
とはいうまでもない。そしてまた同調査が大正期の家計調査プームの範例を築
58)横井時敬「統計と農業との関係」『統計集誌」第351号， 1910年5月， 379ページ。
59)田中太郎「統計的細民調査論」『統計集誌」第374号， 1912年4月， 198ページ。
60)田中太郎，同上誌， 198ページ。
61) W. Schiff, Zur Methode u叫 Technikder Haushal加 ,gs-statistik,Annalen filr 
Soziale Politik und Gesetzgebung, 1914. 
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わが国経済も「金融資本主義」段階をむかえるにいたり， 『統計集誌』上で
も，経済統計関係の論文が，さらに増加する。
わが国の公式の国富統計は，日本銀行が1905年におこなった推計が最初のも
のであるが，高野岩三郎「国富統計に就て」第431号(1917年1月）は，国富算定法
を， (1) 客観的または物的方法と， (2) 主観的または人的方法とに大別し，前
者では，フェルナ(F.Fellner), シュタイマン・プッハ (A. St~inmann-Bucher), 
アメリカ・センサス局，そして日本銀行の，後者では，ワーグナ (A.Wagner), 
ヘルフェリッヒ(K.Helfferich), ギッフェン (R.Giffen), チオザ・マネー(L.G. 
Chiozza-Money), フールマン (Fuhrmann), フォーヴィユ(deFaville)の各所説
を比較，検討するもので， そこで高野は， 国富統計の結果は「『有り度い』数
字のーである，理想的数字である」62)ゆえに，「今の統計学者殊に我邦の統計学
者にして軽々しく国富なるものを算出し其の精確を衛ふ」63) ことを戒めるもの
である。同じく高野の「労働問題と労働統計」第461号(1919年7月）は，，第一
次世界大戦の影響による好景気， そして一方に物価騰貴， 国民の生活難， 労
働争議の激発などを時代的背景としてまとめたもので， 労働問題が「発達す
れば勢ひ之に伴って労働者の団体即ち労働組合が発達し来るものであって，我
国は今正に此の時期に達したることは一般に認められて来たやうである」64) と
して，労働統計作成の専門機関の必要性を訴え， 「我国今後の労働問題の取扱
は既存の官省に任せるのでは不充分」65)であり，あらたに労働省の設置を要望
し，労働統計局の新設を要求する。また， 同じ趣旨の論説は，「労働運動の進
展と労働統計の職分」第488号 (1921年10月）にも書かれている。 しかし，高野
のこの提起は，当時の国情を顧みるまでもなくあまりにも時期尚早であって，
その実現は，第二次大戦後の1947年をまたなければならなかった。
62)高野岩三郎「国富統計に就て」『統計集誌』第431号， 1916年1月， 7ペー ジ。
63)高野岩三郎，同上誌， 7ペー ジ。
64)高野岩三郎「労働問題と労働統計」『統計集誌』第461号， 1919年7月， 353ペー ジ。
65)高野岩三郎，同上誌， 357ペー ジ。
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物価指数についての論説がみられるのも，労働統計，家計統計などと同様に，
「労働問題」への統計的な反映と時期を同じくする。福田徳三「物価指数の研究
に就て」第469号(1920年3月）は，物価指数の歴史を中心に展開し，"Economist"
指数にまでおよぶものである。昭和期に入ると，経済関係の諸稿がさらに増加
する。たとえば，
小林 新「経済循環の統計的観察」第537·538号(1926年4•5 月）
水谷良一「賃銀及労働時間統計」第538・539号(1926年5・6月）
中島久万吉「消費経済論」第544~546号(1926年1月~27年1月）
井上謙二「経済バロメータの構成」第558号(1928年2月）
井上 謙二「米国に於けるインフレーションとディフレーション」第 561・
. 562号(1928年4•5 月）
等々とつづき，さらには経営統計や産業統計の分野でも，長沢柳作「企業統計
と我国の会社統計」第553・554号(1927年8・9月），長沢好晃「産業統計に関す
る諸懸案」第661~668号(1936年7月~37年2月）などがあらわれはじめ， そして
友安 亮一「時局下に於ける統計に関する諸問題」第 743号(1943年5月）
川島孝彦「時局と統計」第 748号(1943年10月）
加地成雄「大東亜戦下統計事務操作」第748·749号(1943年10• 11月）
松本浩太郎「戦時統計運営論」第 750号(1943年12月）
等々と，昭和前期の不況期から暗い戦時期への社会経済の変化に符節して，・『統
計集誌」上の諸論文も変遷をたどることになる。
(v) 
統計関連分野でもまた，統計発展に直接的間接的に貢献するような諸稿が掲
載されている。
菊池大麓「句点位置改正」第30号(1884年2月）は，数字表記にかんして，「西
洋ノ事物ニハ吾邦二於テ之ヲ採用シテ大二利益ヲ得ルコト極メテ多シ然レトモ
諺二言ヘル如ク処カハレバ品カハル善ク其原理ヲ究メス人情風俗言語等ノ異ナ
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ルヲモ顧スシテーカラ十マテ之二傲フハ決シテ得策二非ラサル、ナリ句点位置ノ
如キハ小事ナリトハ雖モ」66) として，欧米流の三ケタ表記にかわって，四ケタ
表記を主張するものである。事実，・『統計集誌」は，第 3号(1881年7月）に「本
号ヨリ以後ハ総テ万位ニテ C'〕施ス」67)といい，四ケタ表記法を採用してい
たが，第278号 (1904年5月）からは「従来本誌の数字切方は四位なりしも今後は
三位切りになす方世人の為め見易きの便あるべし」68) として三ケク表記に変更
し，以後終刊号まで三ケタ表記が継承された。しかし，この数字表記法にかん
しては，今日でも論議の分かれるところである69)。
小野弥ー「地方統計編築ノ趣旨」第 75号(1887年1月），青砥亮「府県統計書
ノ編築二就キ望ム所アリ」第 131号(1892年7月）は，それぞれ「今若シ我帝国
ノ状況ヲ仔細二調査セント欲セバ宜ク各府県ノ実況ヲ詳ニセザル可ラズ而テ之
ヲ知ラント欲セバ先ヅ各地方ノ統計書ヲ維カザルヲ得ザルベシ」70) と， 中央
（政府）統計自体がまだ，十分に整備されていない当時にあって，地方統計の充
実の要求はすこぶる斬新な意見であった。しかし，上意下達機構の絶対主義体
制が進展するなかにあって，この要望は蟷螂の斧に終わらざるをえなかった。
わが国の統計調査が，旧来の表式調査から近代的な調査票形式への脱皮，す
なわち「統計小票」による点計調査形式への移行は，1894年の「農商務統計報告規
程」の制定を契機とする。この統計小票について，具体的な紹介，説明をあた
えるのが阪本敦「統計小票に就て」第275・277~281・283~285号 (1904年2 • 
66)菊池大麓「句点位置改正」『統計集誌」第30号， 1884年2月， 51ページ。
67) 『統計集誌』第3号， 1881年7月，オモテ表紙見返しページ。
68)「数位切方に就て」『統計集誌」第277号， 1904年4月， 200ページ。
69)たとえば，『経済及統計』，『統計学雑誌』誌上でも同じような論議が行なわれている（獅
子山人「数位の話」『経済及統計」第1号，経済統計社， 1889年2月。和田千松郎「数
位の切方に就て」『統計学雑誌』第40巻第469号， 1925年7月。金子嘉一「再び数位の切
方に就て」『統計学雑誌』第40巻第469号， 1925年7月）。また， 近時においても，本
多勝一「数字表記に関する植民地的愚挙」『貧困なる精神』，すずさわ書店， 1974年，
などがある
70)青砥 亮「府県統計書ノ編築二就キ望ム所アリ」『統計集誌」第131号， 1892年7月，
276ページ。
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4~8・10~12号）であり，出産票，死亡票，婚姻票，離婚票，死亡票を中心に
詳細な解説がなされる。
政界人の立場から，わが国官庁統計機構の整備状況の側面史を語ってくれる
のが，＼大隈重信の「統計懇話会における演説」『統計集誌」第205号 (1898年7
月臨時増刊）である。 ここで大隈が，「内務省が妙な統計を出す大蔵省も出す逓
信省も出す総て皆妙なものが出ます甚だ好まない私は利害の価値は無いと見て
居る，さう云ふものは皆禁じて仕無ッて其一つの中央の統計局以外からは一切
此の如き物を出すことを禁じて十分の権力を以て直に各省各局に命令する権を
与えてやッたならば必ず完全なるものが出来る」71)と語るように， 彼は， 従来
から「集中型」の官庁統計機関を主張するもので，事実， 1881年4月，「……別
ニー院ヲ設ケ鋭意統計ノ業二従事セシメ……」72) との建議をおこない，統計院
の設置を実現させている。しかも，初代の統計院長をつとめるなど73), 他の政
官界人よりも統計にたいする認識は深かったといえよう。それだけに，大隈の
本講演は，中央統計機関の生誕にあたって，大蔵省と政表課との主導権争いの
様子が，多分にウラ話的な内容ではあるが，明治維新政府の機構整備と絡まし
て生々しく語られており興味深いものがある。
〔皿〕
東京統計協会の事業は，機関誌『統計集誌」の刊行だけではない。
明治初期，統計家養成のために，杉亨二たちの尽力によって設立された「共
立統計学校」 (1883年9月開校）が，内閣制度の大改革を引き金として閉校 (1886
年2月）のあと，東京統計協会は共立統計学校と形式上の合ーをおこない，そし
て同校の設立趣旨をいかして統計学の講習会を維持継続することを企図する。
71)大隈重信「明治三十一年六月二十五日第四回統計懇話会に於ける演説」『統計集誌J
第205号， 1898号7月， 299ペー ジ。
72)総理府統計局編「総理府統計局八十年史稿」， 1951年， 16ペー ジ。
73)くわしくは細谷新治「日本統計事始」 (8)・(9)東洋経済『統計月報」第45巻第2・3
号， 1985年2月・ 3月，をとりあえず参照されたい。
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この実現には10年以上の歳月を要したが， 1899年 6月から，統計学社との協賛
によって，「統計講習会」を開催し， 1906年まで前後 6回にわたって817名の修
了生を出し，後進者の育成につとめた。
また，定例の講演会あるいは臨時の講話会を開催し，統計思想の普及，統計
技術の浸透に大きく貢献した。その様子は，毎号の『統計集誌」で知ることが
できる。さらに1886年12月，内閣統計局編の『日本帝国第五統計年鑑』の発刊
、をはじめとして，第二次世界大戦期までの統計近代化過程における厖大な数量
'的データ，すなわち官庁統計を中心とする各種統計報告書の蓄積をみる。
なかでも，東京統計協会66年の歴史中，特筆すべきは，国勢調査の実現にむ
けての精力的な活動である。国勢調査施行の講演，宣伝活動を全国各地で繰り
かえし実施し国民間に国勢調査の必要性を喚起するとともに，政府にたいして
も国勢調査の促進を主眼とする建議などを，つぎのように数回にわたり提出し
ている。
1886年3月 人口調査法施行草案を内閣統計局長に提出。
1896年3月 人口調査の議に付き政府に建緞，同時に貴衆両院に明治三十三年民勢調査
施行の請願。
1896年1月 中央統計局拡張の件につき政府に建鏃。
1903年10月 国勢調査実行を政府に建議。
II 国勢調査施行に関する草案およびその経費予算書内示方を政府に建譲。
1917年3月 国勢調査施行に関し政府に建厳。
1932年1月 日満統計連絡統一問題に関する満朴l政府に対する建議の目的達成のための
助力方を政府に上申。
さらに， わが国の中央統計団体として， 海外統計団体との交流も見落せな
い。以下のような活動がみられる。
1880年4月 海外各国駐在本邦公使・領事に東京統計協会の趣旨を説明し，各国資料の
寄贈を求める。
1885年9月 ロンドン統計協会の要望に応じ，『統計集誌」掲載中，重要項目に，英・
仏・独語を付記する。
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1888年3月 アメリカ統計協会と雑誌の交換を開始。
1893年8月 シカゴ世界博覧会に付随する列国政治及経済会議へ，「本邦統計沿革」（英
文）および『統計年鑑」をはじめとする各種統計資料と「統計集誌』など
を出陳。
1895年3月 ボアソナード (G.E. Boissonade)を名誉会員に推挙。
1912年10月 東京統計協会の事務所および図書室の焼失を伝聞した，アメリカ・ワシン
トンのジョン・ハイドより統計書550冊，翌13年8月さらに3,000冊余の
寄贈をうけ，「ハイド文庫」と名付ける。 1914年1月， 同氏を名誉会員に
推挙。
中央統計団体としての活動は， 地方統計団体（府県統計協会）74) の連絡機関の
主軸としてもよくその機能をはたした。 1936年10月には，東京統計協会地方会
を設置し， 23道府県の統計協会が加入し， 1944年には29道府県を包摂する一大
機関に育った。
〔IV〕
さきにみたように，『統計集誌」の歩みは． わが国の統計思想および統計技
術の歩みでもあった。その各号に発表された記事，論説などは，統計学，統計
調査，統計機構，統計制度，統計教育など，わが国の統計にかんするあらゆる
分野の発展の跡を如実に語ってくれる751。だが，戦争によってその歩みは止め
74)わが国の地方統計団体は， 明治の中期ごろから， 「北海道統計協会」などが生まれ，
機関誌を刊行するなど散発的，断続的ではあるが一定の活動をつづけた。本格的な活
動がみられるのは，昭和の初年ごろからで，府県統計機構の外郭団体として結成され，
独自の機関誌などを出版し，地方における統計思想ないしは統計技術の普及に寄与し
た。
75) 『統計集誌』の総目録として，東京統計協会編『統計集誌総目録』， 1893年， 1903年，
1936年，および総理府統計局編「『統計集誌」総目録」 (1~12)『統計局研究彙報」第
12~第14号， 1963~72年がある。周知のように，最近， 『統計集誌』の復刻版が刊行
（雄松堂出版， 1982~84年）された。ただし，創刊号 (1880年11月）から第545号 (1926
年12月）までであるが，長い歴史をもつ『統計集誌」をまとまって所蔵する関係機関
が少ない今日，貴重な出版である。全巻の完結がまたれる。また一方の『統計学雑誌』
の復剌も渇望される。
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られた。すなわち，戦局（第二次世界大戦）の悪化により，
「用紙の不足は日と共に深刻化し，わが「統計集誌」の如きも最近に於ては已むなく
その月刊の会則にそむき，二箇月合輯して刊行すること再度に及んだが，更らに之れ以
上合輯刊行することの第三種郵便物認可雑誌としての制縛上至難の立場にあったことを
告白する。」76)
という事態に立ちいたるのである。ここに，創刊以来64年の歴史をもつ『統計
集誌」は，第 754号 (1944年6月）をもって，つぎの「終刊之辞」77) を残して廃
刊となる。
． 「前途逆賭し難き戦局の推移と銃後の情相が，遂に統計学社と吾が東京統計協会の統
合を招来し，従って本誌亦本号を最終号として発展的解消を見るに至ったことは，寡に
感慨無量のものがある。
微力ながらも本誌が，皇国統計界にその名を列ね，その責を果すことこ刈こ六十有余
年，常に斯界の先達を以て自ら任じ，清新なる資料の集大成と，堅実なる論説の採選発
表に局めて来た。時には本誌の刊行そのものが，本会の代表的事業たるかに全力を傾注
してゐたことさへあった。それ程本会と本誌との関係は密接不可離の関係にあったので
ある。たまたま最近印刷用紙配給の合理化に縁由して統計学社及び本会月刊両機関誌の
統合問題が提起され，急転直下この問題が，その刊行母胎たる両団体の統合を実現する
に至ったことも，故なしとせぬのであり，新生機関誌に対する責務の特に重大なる意義
を有するものであることにも思ひ及ばねばならぬのである。
伯って本誌は明日のこの重大意義を解決すべく，こ刈こ本号を最終号として，潔よく
本誌の刊行を絶つものであることを謹告し，併せて本誌に対する会員各位が，多年の支
援と愛読を衷心感謝するものである。」
しかも，この措置は母屋である東京統計協会の土台をも揺るがし，同協会の
解散 (1944年6月）へと追いこむのである。具体的には，「東京統計協会」と「統
76)加地成雄「集誌懐慕」『統計集誌」第754号， 1944年6月， 31ペー ジ。
77) 「終刊之辞」『統計集誌」第754号， 1944年6月， 1ペー ジ。
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計学社」との統合であり，そしてそれぞれの機関誌「統計集誌』と『統計学雑
誌」とは合併へと進展するのである78)。
戦争は，統計を蹂躙しただけでなく，統計関連分野まで押し潰した79)。
むすび
今日，われわれは厖大な統計資料の集積を共有している。だが，いうまでも
なく，近代的統計調査の黎明期，すなわち明治維新期においては，統計資料は
皆無，否，“統計”という考え方でさえ珍奇な状況であった。このような日本社
会の前近代性のなかで，当時の先覚者たちが統計の進歩，発達を願望して結集
したのが「製表社」と「表記学社」という二つの民間統計団体の結成であっ
た。なかでも，本稿で考察した「製表社」は，わが国統計学の創始者・杉亨二
ら同志15人によって，「製表ノ事ヲ詢議」するため， すなわち統計資料の収集
と編纂を目的として創設された。そしてその機関誌「統計集誌」は実質上わが
国初の統計雑誌として，半世紀以上にわたる号数を数えた。
「製表社」から「統計協会」， さらに「東京統計協会」へと名称が変わるに
つれて，同協会の活動内容も，たんなる統計資料の収集から，統計思想や統計
技術の発達，改善の面においても，官庁統計の進展と密接な関係をもち，統計
発展途上期のわが国統計学界に大きく貢献することになる。
戦争によって，東京統計協会は解散したとはいえ，その伝統は今日の「日本；
統計協会」へと受けつがれ，また『統計集誌」の業績は日本近代国家発展過程
の統計事情を訪ねるに必須の基本史料として残されている。一
(1986. 12. 31. 稿）
78)くわしくは，拙稿「日本における民間統計団体の生誕―『表記学社』とその系譜＿」
関西大学「経済論集」第26巻第4・5号， 1977年1月。森田優三「昭和統計学揺藍期
の回想」『統計遍歴私記』， 日本評論社， 1980年， を参照されたい。
79)近時，いわゆる「スパイ防止法」制定の動きが鮮明になってきたが，戦前の統計暗黒
時代を想起するまでもなく，キナ臭いこの動静に十分注目したい。
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